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廉
窟
翼
婁
塁
の
幅
隼
晒
㎜
姻
月
大
正
九
年
の
夏
、
山

奉
助
教
授
定
共
に
本
誌
な
創
め
瘡
が
、
初
め
多
数
の

會
員
な
得
る
か
、
ぜ
う
か
少
々
心
許
な
か
つ
糞
が
、

そ
れ
で
も
案
外
世
間
に
ば
目
脂
の
好
き
な
二
幅
家
が

多
か
つ
象
蜜
見
へ
て
墾
田
の
後
績
々
本
誌
ば
購
讃
潜
為

殖
や
し
、
天
芝
駈
詰
會
員
ば
先
輩
の
日
本
天
交
學
會

々
員
よ
吃
頭
数
に
於
い
て
超
過
し
糞
。
先
つ
目
出
渡

こ
ぜ
で
大
に
親
意
た
表
し
て
置
く
。

　
越
え
て
大
正
十
一
年
、
吾
が
輩
匡
多
年
凋
ん
だ
、

帝
都
の
土
地
為
離
れ
、
東
京
へ
來
て
天
丈
豪
に
入
つ

糞
9
そ
れ
ぼ
東
京
ば
出
版
業
に
於
い
て
秦
國
に
冠
糞

る
土
地
で
あ
る
か
ら
東
京
で
思
ふ
存
分
ペ
ン
軸
の
折

れ
曲
る
衷
で
書
い
て
群
雲
い
ε
思
つ
六
か
ら
だ
。
さ

う
し
て
天
文
学
に
勤
め
る
傍
ら
、
精
一
杯
書
い
て
居

≠
言
こ
ろ
、
去
年
の
九
月
…
日
の
大
地
震
て
（
自
分

ば
あ
の
日
土
曜
日
だ
つ
れ
か
ら
、
午
飯
少
し
前
に
役

所
な
出
て
、
近
く
の
下
宿
に
麟
ら
う
姦
し
つ
・
あ
ろ

途
す
が
ら
だ
っ
穴
か
ら
、
幸
ひ
恐
ろ
し
い
目
加
ぜ
す

街
上
に
悠
々
家
屋
の
玉
肥
し
、
人
々
の
塵
死
す
ろ
有

様
な
ぞ
」
く
芝
見
屈
け
表
。

　
肖
分
ば
外
で
さ
し
て
大
な
る
危
険
に
漣
遇
し
な
か

つ
力
定
ば
い
へ
精
帰
塁
に
甚
大
な
る
打
撃
な
・
り
ゆ
り
何

だ
か
今
ま
で
眠
っ
て
居
象
“
が
一
時
に
ば
つ
定
見
開

い
距
…
稼
だ
つ
プ
O
自
分
の
本
・
管
田
に
進
む
．
へ
・
き
咄
迫
ば
果

し
て
天
丈
學
で
あ
っ
た
ら
づ
か
虐
、
よ
く
思
案
し
六

　
天
文
學
ば
自
分
の
性
質
と
し
て
M
寸
そ
の
文
字
が

複
雑
辱
ぎ
る
。
天
の
顧
た
か
な
ぐ
り
マ
て
ナ
P
文
學
が

吾
が
輩
に
最
も
適
す
る
事
准
初
め
て
獲
見
し
年
頃
親

し
ん
だ
學
問
に
言
ひ
知
れ
め
同
氏
離
苦
葎
感
じ
、
山
木

だ
見
η
薪
ら
し
き
境
地
に
入
ろ
不
安
省
懊
麟
の
心
的

過
程
に
近
々
公
に
で
る
小
畿
「
二
皮
眼
」
で
讃
ん
で
貰

み
こ
聾
O

こ
　
す
レ

　
十
一
月
天
交
盛
に
お
別
れ
し
て
、
垣
下
の
囲
別
な

く
創
作
に
耽
つ
カ
。
尤
も
俸
給
か
匡
乱
れ
力
吾
が
輩

の
生
活
歌
態
二
心
鴎
し
て
下
さ
ろ
知
人
も
あ
ろ
で
ゼ

う
が
、
そ
こ
匡
も
う
十
・
分
書
が
振
ふ
ペ
ン
軸
が
、
牧

入
為
し
て
く
れ
る
の
で
大
丈
夫
だ
O

　
け
れ
、
こ
も
、
高
書
い
ふ
自
分
匡
偏
屈
の
馬
鹿
者
の

二
二
な
心
で
あ
ら
う
。
す
つ
か
り
サ
イ
エ
ン
ス
♂
線

切
れ
」
し
穴
氣
に
「
な
つ
六
も
の
㌧
、
矢
張
り
凹
脚
治
滑
山
ハ

年
記
來
や
q
描
け
六
天
文
ご
別
れ
ろ
の
が
、
何
よ
り

も
？
り
い
。
又
科
學
者
の
賢
し
く
れ
か
標
労
し
得
な

く
な
つ
れ
こ
定
が
、
こ
の
上
も
な
く
、
う
ら
淋
し
い
の

で
又
々
蓮
戻
つ
公
や
う
な
禮
裁
ミ
な
り
、
天
賦
學
匡

ひ
ま
！
＼
に
や
り
、
術
自
分
の
世
界
申
で
一
番
崇
拝

す
う
×
×
博
士
も
程
近
く
に
お
い
で
に
な
ろ
の
で
砺

究
に
為
重
く
こ
ピ
も
な
か
ら
う
ピ
安
心
し
て
居
る
。

　
又
一
方
近
頃
紬
震
學
が
に
や
り
出
し
雲
の
で
時
好

に
投
ず
る
ビ
い
ふ
わ
け
も
な
い
が
、
微
力
何
の
六
し

に
も
な
ら
な
い
だ
ら
う
が
、
今
村
博
士
に
お
れ
だ
り

し
て
東
大
地
震
學
教
室
に
客
分
書
な
り
、
濃
飛
關
東

爾
大
地
震
為
親
し
く
騰
了
し
て
、
地
震
♂
因
線
淺
か

ら
ざ
る
こ
の
鈎
に
獲
ろ
牛
生
か
創
作
の
労
ら
地
震
国

究
に
捧
げ
六
い
言
思
ふ
。

　
こ
㌧
ま
で
書
ゼ
て
讃
み
返
し
て
見
る
ざ
、
ご
う
も

尋
ロ
ひ
補
い
こ
ミ
為
十
分
に
言
ひ
得
な
い
恨
み
が
な
き

に
し
も
あ
ら
す
、
忌
揮
な
き
書
誤
ば
こ
う
か
創
作

「
二
皮
眼
」
を
見
て
下
さ
い
。
省
本
意
員
の
茜
知
諸
子

で
御
割
信
下
さ
る
方
ば
東
京
癖
布
北
新
門
前
町
五
畑

野
方
古
川
宛
に
し
て
下
さ
い
。
左
檬
な
ら
（
古
川
）

（
二
入
）

O
傭
出
土
部
閏
月
蓮
信

』
、
天
界
研
究
會
　
十
三
目
午
後
七
時
か
ら
宮
原
幹
．

專
宅
に
て
開
催
し
れ
。
・

二
、
竃
く
山
並
講
融
A
胃
　
　
二
十
1
｝
ロ
論
罪
後
山
午
時
か
P
り
岡
由
門

鑑
師
範
墨
校
で
甲
砺
講
習
生
の
爲
め
講
註
會
が
開
か

れ
水
野
幹
事
匡
左
記
の
講
話
罪
な
し
、
街
ほ
月
及
び

若
干
の
星
か
論
語
し
灸
。

　
　
星
　
の
　
再

三
、
三
吋
墓
遠
鋭
．
豫
て
か
ら
希
累
で
あ
っ
大
三
吋

望
遠
鏡
存
今
度
會
貝
守
屋
氏
の
御
厚
意
に
よ
つ
て
誰

丈
す
る
事
が
出
來
距
事
た
同
氏
に
深
く
感
謝
し
ま
す

O
松
嵐
黒
部
通
信

同
好
翼
々
員
三
名
篇
好
者
學
生
泥
名
で
大
正
十
三
年

一
月
十
三
日
午
後
七
時
か
ら
十
四
日
九
時
迄
通
夜
左

の
観
測
研
究
會
を
開
き
皇
し
た
、

｝
、
惑
星
、
金
、
土
、
火
、
木
星

一
、
星
雲
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
、
オ
リ
ナ
ン

一
、
星
團
、
プ
ソ
ア
デ
ス
、
カ
ニ
座
、
ペ
ル
セ
ゥ
ス

…
、
重
星
、
大
熊
、
オ
可
ナ
ン

一
、
月
及
太
陽

巷
に
望
樋
管
ば
近
江
セ
ー
．
〃
ズ
會
髄
よ
り
購
入
の
英

國
エ
チ
ソ
ン
會
肚
製
三
島
に
て
、
八
十
倍
ざ
百
二
十

倍
ご
准
用
ひ
ま
し
索
が
、
侮
れ
も
明
瞭
で
あ
り
ま
し

☆
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
市
筑
睦
部

　
大
正
十
三
年
一
月
十
五
日
　
　
上
條
清
人

O
阪
丑
寅
部
下
信

同
支
部
に
於
て
ば
尼
崎
市
敷
育
會
の
援
助
か
以
っ
て

昨
年
十
二
月
八
日
十
五
日
の
爾
匹
に
一
り
、
上
田
助
．

教
授
侮
抑
一
へ
て
左
の
榊
講
演
會
た
開
…
ひ
に
カ
O

　
暦
の
見
方
（
六
時
力
ら
ハ
時
ま
で
講
演
、
曇
霞
迄
天

　
榊
観
測
）


